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1
令和４年度やさしい未来都市会議

テーマ：子育て・女性活躍

〇 Well-Being指標について … 2
・東広島市のWell-Being指標
・広島県内自治体のWell-Being指標
〇東広島市の人口推計 … 4

・現在の状況（0歳～4歳児8,182人）が継続した場合
・0歳～4歳児が9,000人となった場合
・0歳～4歳児が9,500人となった場合：人口増加

〇 東広島市の0歳～4歳子ども・ 25歳～34歳女性人数・出生数の推移 … 7
〇東広島市の人口の地域別増減（H30→R3） … 8

・0歳～4歳子ども
・25歳～34歳女性
〇 0～5歳の子どものいる世帯の割合・25～34歳女性の有配偶率 … 10
〇 女性有配偶率と有配偶出生率へ影響する要因 … 11
〇 0～5歳の子ども一人当たりの児童福祉費の状況 … 12

・広島県内自治体
・過去5年で0～5歳の子どもが増えた市（全国トップ20）
〇東広島市の施策 … 14

・教育
・医療
・子育て支援
・子育て環境
・女性活躍の場



2
東広島市のWell-Being指標

【子育て】客観指標項目 偏差値

保育所までの距離1km未満の住宅割合 36.4

可住地面積当たり幼稚園数 41.9

一施設当たり幼稚園児数 48.1

人口当たり待機児童数 54.2

合計特殊出生率 59.1

歳出総額における教育費の構成比 53.8

※Liveable Well-Being City 指標（一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）

子育ての偏差値は48.9（全1741団体）



3
広島県内自治体のWell-Being指標

※Liveable Well-Being City 指標（一般社団法人スマートシティ・インスティテュート）
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偏差値 人口密度
広島県内自治体においては概ね中間に位置している
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東広島市の人口推計 現在の状況（0歳～4歳児8,182人）が継続した場合
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※国勢調査人口による推計

2030年頃まで人口は増加するが、以降は減少に転じる見込み
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東広島市の人口推計 0歳～4歳児が9,000人となった場合：人口維持

27,560 27,485 27,205 28,056 28,301 28,169 27,948 27,937 28,466 29,174 29,237
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※国勢調査人口による推計

人口を維持するには子どもの数（母親の数）の増加が必要
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27,560 27,996 28,247 29,648 29,907 29,768 29,806 30,365 31,516 32,579 32,649
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東広島市の人口推計 0歳～4歳児が9,500人となった場合：人口増加

※国勢調査人口による推計
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7
東広島市の0歳～4歳子ども・ 25歳～34歳女性人数・出生数の推移

※住民基本台帳より（人数は各年度3月末時点・出生数は年度内累計）

出生数が減少し続けており、子どもの数も減少している
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0歳～4歳子ども人数の地域別増減（H30→R3）
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25歳～34歳女性人数の地域別増減（H30→R3）

増

減

行政区 増加人数

西条町寺家 231

高屋町中島 124
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0～5歳の子どものいる世帯の割合・25～34歳女性の有配偶率
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※市町村別決算状況調・国勢調査による
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13
過去5年で0～5歳の子どもが増えた市（トップ20）の児童福祉費の状況
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0～5歳子ども一人当たり児童福祉費（単独） 0～5歳子ども一人当たり児童福祉費（補助） 0～5歳子ども増減率

単独事業費（国の補助がない独自の事業）が高い傾向にある

※市町村別決算状況調・国勢調査による
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東広島市の施策（教育）

乳幼児・保育

質の高い保育・幼児教育

・理論（研究）と実践の融合
・質の高い保育の実施

自然保育の推進

義務教育・高校

大学と連携した地域学習

・深い学びのモデル化
・ＤＸの活用

広島大学教育ヴィジョン研究センター（EVRI）と連携した
広域交流型オンライン社会科地域学習の取組み
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東広島市の施策（医療）
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0～14歳こども1000人あたり小児科医数 小児科医数 ※令和２年医師・歯科医師・薬剤師統計、国勢調査による

小児医療

子ども医療費助成の状況医療費負担

広島県内小児科医の状況

高校生まで

中学生まで

小学生まで

未就学のみ
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所得制限あり 所得制限なし

子どもが増えた市の状況
（全国トップ20）

助成
範囲

高校生まで 6

中学生まで 13

小学生まで 0

未就学児のみ 1

所得
制限

所得制限あり 5

所得制限なし 15
※通院に係る医療費助成の状況（R2.9月現在）

高度専門医療
寄附講座の設置（広島中央地域・小児周産期医療支援講座）

・東広島医療センターにおける専門医療の充実
・地域周産期母子医療センターの機能強化
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東広島市の施策（子育て支援）

東広島版ネウボラ 身近な地域での切れ目ない子育て支援

はじめての面談

電話訪問

プレママほっとレター

プレママほっとコール

赤ちゃん訪問

健診後フォロー

ブックデビュー

１歳６か月健診

３歳児健診

産
前
産
後
マ
マ
ヘ
ル
パ
ー
・
産
後
ケ
ア

２
歳
～

１
歳

０
歳

妊
娠
期

多
胎
児
支
援

身近な地域での交流・相談・支援拠点
『地域すくすくサポート』（市内11か所）
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東広島市の施策（子育て支援）

待機児童対策 待機児童ゼロによる安心して子育てできる環境づくり

みどりがおかようちえん
＋２４人 風早幼稚園

＋３５人

フレーベル幼稚園
＋１６２人

みそのうにじいろ保育園
＋３０人

かえでの森
＋１２人

あおい保育園
＋１８０人

桜が丘認定こども園
＋１２２人

さざなみノイエ
＋２２人

青雲保育園
＋３０人

西条東保育所
＋３０人

保育定員の増加
（H30→R4）＋６４７人

増

減

人
口
（H

3
0
→

R
3

）
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0-11歳子ども1000人あたり住区基幹公園数 総合公園数

東広島市の施策（子育て環境）

遊戯施設

東広島市の都市公園

・子育てスポットの整備

・イベント時の活用

都市公園

道の駅 西条 のん太の酒蔵 道の駅 湖畔の里 福富

※都市公園データベース（R3.3）・公園台帳・国勢調査による

子どもの育ちに不可欠な遊び場づくり

区分 公園数 遊具有

住区基幹公園 385 170

総合公園 3 3

運動公園 1 1
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東広島市の施策（女性活躍の場）

ネットワークづくり

創業・ソーシャルビジネス

女性活躍を推進するための環境づくり

活動家の意識醸成と相談支援

・ウーマン
ネットワーク

・創業支援

・女性の創業
・ハンドメイド
・高校生からの

体験ブース



 別紙 １  

子育て指標等から見た「選ばれる要因」 

 

１ 女性活躍、仕事と子育ての両立 

・保育環境（待機児童ゼロ、保育所・幼稚園の充実） 

・職場環境（働き方改革、男女共同参画、イクボス） 

・女性活躍（創業、ソーシャルワーク、NPO活動、就業促進） 

 

２ 安心の確保、不安の解消  

    ・健康・医療（定期診断、小児医療、病児保育） 

    ・育児支援（児童総合相談、障害児福祉、発達障害支援） 

    ・家庭サポート（子育て支援センター、ネウボラ機能） 

 

３ 経済的な支援  ※独自施策を展開する明石市の取組例 

    ・医療費負担の軽減（高校 3年生まで無償化） 

    ・無償化（第 2子以降の保育料、中学生の給食費） 

    ・０歳児のおむつの無料配布 

 

４ 子育てのしやすさ 

・暮らし・住宅（田園、自然、アクセス、住環境、３世帯近住） 

・保育の質（質の高い保育・幼児教育） 

・教育の質（義務教育、高校、大学などの教育水準） 

・育児環境（児童公園、屋内外の遊戯施設、子育て拠点） 

 



最初の面談を丁寧に（時期に応じて変化する不安や悩みをできるだけきめ細やかに把握）

１
定期的
な面談

妊娠期 0歳 4歳～3歳2歳1歳

①手帳
交付時

②妊娠
後期

③生後
２か月

④生後
４か月

⑤7～
11か月

⑥
１歳半

⑦
３歳

すべての子育て
家庭との頻繁な
コンタクト

母子モレター

すくすく赤ちゃん事業
子育て支援プラン

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓アセスメント

面談を促進する仕組み

２
サービス

専門職による助言・個別支援プラン・訪問・電話フォロー・専門機関へのつなぎ

産前・産後ママヘルパー派遣

家庭教育支援（ブックデビュー・親プロ）

３
支える体制

地域すくすくサポート：日常生活１０圏域（11か所）に整備

関係機関との連携体制の構築（医療機関，保育所・幼稚園 ，子育て支援センター，地区民協等）

基本型の
構成要素

東広島版ネウボラ ～妊娠期から子育て期までを切れ目なくサポート～

1

妊娠期サポートプラン・TEL 子育てサポートプラン

地区担当周知 地区保健師・助産師フォロー ～あらゆる機会に地区保健師を周知（健診等へ地区担当スタッフを配置し、親子との接点を作る）～

✓

パパママ教室・マタニティ教室
プレママ講座

出産・育児サポートセンターと子ども家庭総合支援拠点との連携

担当職員：母子保健と子育て支援の専門職をセット配置

健診（妊婦・産婦・乳幼児）・育児相談・育児教室・子育て交流会

産後ケア

電話

多胎産婦サポーター派遣

別紙２



出産・育児サポートセンター
すくすく

○母子保健コーディネーターによ
る対応（地域拠点と連携）

○産後ケア事業等の提供
○家庭児童相談（室）との連携

高屋

西条北

志和八本松
河内

豊栄

福富

黒瀬

安芸津

西条南

身近な地域で、妊娠期～出産・子育て期におけ
る切れ目ない相談支援体制

日常生活圏域

※各地域拠点は、地域子育て支援拠点（地域子育て支援センター）や児童館などを活用し、子育て支援コーディネーターを配置
※出産・育児サポートセンターすくすくに地区担当保健師に加え母子保健コーディネーターを配置し、各地域拠点と連携
※支所保健師は各地域拠点及び出産・育児サポートセンターと連携

子育て・多胎
サポータ―

民生委員
児童委員

在宅看護職の会

社会福祉
協議会

医療機関

大学・学生
ボランティア

住民自治
協議会

まま○

◆妊娠から出産・子育てに関わる助言・アドバイスの場を市民の身近な地域（日常生活圏域）に設置
（子どもが多く集まる場所、子育て支援センター等）
◆妊産婦等の相談・面談により、支援の必要な場合、支援プランを作成し、産後ケア事業等のサービス
につなぐ。

ファミリー・サ
ポート・センター

ＮＰＯ

東広島版ネウボラ 拠点「身近な場所で切れ目ない子育て支援のしくみ」

寺家

産前産後ママ
ヘルパー

2



対象者

一般層

中間層

要介入支援層

・妊産婦、乳幼児等の実情把握
・相談対応
・支援プラン作成
・関係機関との連絡、調整

出産・育児サポートセンターすくすく
（子育て世代包括支援センター）

・児童虐待の早期発見、早期対応
・児童虐待防止対策
・家庭児童相談
・DV相談
・母子・父子自立支援

家庭児童相談室
（要保護児童対策地域協議会調整機関）

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
（※

）

 保育所
 認定こども園
 地域子育て

支援センター

継続的な
相談支援
状況把握

早期発見
早期支援

子ども家庭支援員

保健師（常勤）＋ 母子保健CDN（非常勤）
2人（兼務） 3人

心理担当支援員

心理相談員（非常勤）
3人

虐待対応専門員

行政職（常勤）＋家庭相談員（非常勤）
2人（兼務） 6人

地域すくすく
サポート

（日常生活圏域ごと）

関係機関が
情報共有し、
連携して対応

要保護児童対策
地域協議会

児童相談所
（広島県西部こども家庭センター）

※東広島市は「中規模型」に該当＝最低配置人数は、子ども家庭支援員：常時3人、心理担当支援員：常時1人、虐待対応専門員：常時2人
3

子ども家庭総合支援拠点



これまでの取組み

■R３年度
「ひがしひろしま乳幼児教育・保育アクションプラン」を
策定し、幼児教育・保育の質の向上に向けた取組みを開始
【主な取組内容】
・５つの力を育む魅力ある保育環境づくり（ハード、ソフト）
・積極的な情報発信（保育内容の見える化（ドキュメンテーション））

■R４年度
広島大学等の幼児教育・保育を専門とする研究者と幼児教育・保育現場等との連携によって、
アクションプランを推進するため「未来を担うこどもの育ちサポート」を立ち上げ

未来を担う子どもの育ちサポート

未来を担うこどもの育ちサポート

東広島市 広島大学
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今年度（Ｒ４）の取組み

(1) 研究指定モデル園への重点支援

(2) 乳幼児教育・保育現場における実地指導・助言

(3) 特別な配慮が必要な児童への支援

ひがしひろしま乳幼児教育・保育アクションプラン等に積極的に取り組む施設を重点支援する。

【実施内容】
・保育プロセスの質の評価スケールを用いて、どのような環境要因・人的要因が保育に影響を与えているの
かを記録、分析のうえ、園内で保育カンファレンスを実施することで、実践的に保育の質を向上させる。

幼年教育研究が専門の教員が保育現場等を訪問し、乳幼児の５つの力を育むための実地指導・助言を行う。

【実施内容】
・アクションプランに基づく取組効果を保育者・保護者へのアンケート（年２回）で検証するとともに、
取組内容の企画、カンファレンス等に専門家が直接参加・指導・助言することで保育の質を向上させる。

特別な配慮が必要な乳幼児の支援ニーズの実態を明らかにし、支援の充実及び小学校接続の資料とする。

【実施内容】
・担任、主任・園長、保護者に対し、「子どもの強さと困難さアンケート」と「『気になる』子どもの行動
チェックリスト」による調査を行い、支援の充実及び小学校への円滑な接続に活かす。

未来を担う子どもの育ちサポート
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